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令和 2年度の分析結果によると、チェーンソ

ーによる伐倒作業での事故が多いことが分か

った。自己伐倒による事故が 19件。「自ら伐倒

した倒木に激突」が 16件。「自己伐倒木がかか

り木となり、処理中に激突」が 3件。かかり木

に関しては、前年度の 6件より減少はしている

が、伐木作業での事故は変わらず多い。事例を

基に、各見直しをせていくことが、大切である。 

 

 

 

1.伐倒木が裂け激突 

2.倒れる方向が変わり激突 

3.つる絡みの隣接木が倒れ激突 

4.伐倒済の元口に倒れ、跳ねて激突 

5.倒れる時期が早くなって激突 

6.伐倒木の枝が落下し激突 

7.伐倒木の枝が同僚の後頭部に激突 

※自社でのヒヤリハットで見直そう！ 

 
 再生可能エネルギーとして今注目され

ている、「木質バイオマス発電」 

環境に優しいエネルギーです。製紙用・

建材用・燃料用と分けられています。 

山林に放置される木材は、腐食すると地

球温暖化の原因となる二酸化炭素やメタ

ンガスを発生させます。利用価値のなか

った間伐材でも、チップにすれば大切な

資源になります。それらを取り除くこと

で、植林作業等も効率よく行えるため、

元気な山が育成できるようになります。 

 交通安全期間中は交通安全に対する運転者の意識が高まる時期です。ただし、漠然と

「安全運転をするように」とか「防衛運転をするように」と一方的に指示したり、ポス

ターを掲示するだけでは、安全運転意識が向上しません。 

交通事故のリスクの大きさを理解したり、自身の運転に弱点に気付くことが大切です。 

周りも注意し合える環境を整えることも、1つの方法です。 

 


